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である｡ 系の温度を不均一にした時刻 t--Tに粒子間の相互作用を入れると仮定 し,
相互作用表示を用いてん(冒,i)の期待値を計算する｡ U(i,-T)を次の方程式から定まる
unitary演算子とする :












質量 m のBose粒子がpotentialてノ(1･)により相互作用をしている系を考える｡ 系の






jl(;,i)-扇 ‥4.i(I)豊 一驚 41(I):
1
(3.1)
で与えられ,保存 currentである｡ Hamiltonianや currentなどの物理的な量はthermal
multipletの第一成分 ¢lだけで書かれていることを注意しておこう｡
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k〃A ㌘(A,A)- aa l(A-1(p- 喜 ) )p言 8pl(A-1(p･ i ) )β｡
が得られる｡ この関係式を各成分に対して書くと
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7.Discussion
Vertex関数の 1,2成分AL2(A,A)がk-0で特異点を持つことはWard-Takahashiの等
式を用いることにより一般的に示すことができるが,その特異点が拡散型の極となるため
にはpotentialに更に条件をつける必要がある｡ §6で求めたBS方程式の解について述べ
ると,補正されたpotentialV(q)が運動量の空間成分首によらないことが必要である｡ す
なわち粒子間の相互作用potentialv(I)の拡がりは温度のdeBroglie波長～巧乃有 に較べ
て小さくなければならない｡V(q)I V(0)と近似することによりALP(A,A)はpによらない
極を持つことが示され,(6.4)において k｡についての積分を複素積分にして実行するとt
--で0になる極だけが寄与するので くん(∫)>に対し非可逆性を導くことができる｡
Aii2(A,A)の特異点はしかし拡散型の極にはならない｡(6.4)の <jFj(∫)>に対する表式に
おいてVが十分小さいと仮定して,2に比例する ∑12を軽視するとくjL(I)>のFourier表示
となり実数部分をもつので粒子の流れは時間的に振動する｡ 拡散方程式が導かれるために
は更にl針≪∂でなければならない｡これらの結果がBS方程式に対する近似や補正され
たpotentialV(q)の近似 V(q)= V(O)と関連があるかどうか調べることが今後の課題であ
る｡
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